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一般社団法人レーザセンシング学会  

 

学会誌執筆要領  

  

令和 6 年 1 1 月 7 日  制定・施行  

 

 

1 .  言語  

日本語または英語を使用すること．  

 

2 .  原稿の作成と提出  

①  本学会ホームページより A 4 規格のテンプレートをダウンロードし，テンプレートを参考

に作成すること．  

②  テキストは W o r d 形式のファイルを提出すること．査読者の便宜を図るため，ページ番

号，本文に行番号を付けること．  

③  図は t i f ,  j p g ,  P D F 等の形式のファイルを提出すること，画像の場合は 3 0 0 d p i 程度

の高解像度で低圧縮又は無圧縮のファイルを提出すること．  

④  表は P D F 形式のファイルを提出すること．  

⑤  原稿及び図表等のファイルは，本学会ホームページよりダウンロードした投稿フォーム

を添えて，編集委員会  ( l r s j - e d i t _ o f f i c e @ l a s e r - s e n s i n g . j p )  宛に提出すること．  

 

3 .  論文等の長さ（目安）  

①  論文： 1 5 , 0 0 0 字〜 3 0 , 0 0 0 字  

②  総説： 2 0 , 0 0 0 字以内  

③  小論文： 1 5 , 0 0 0 字以内  

④  解説： 2 0 , 0 0 0 字以内  

⑤  図表に対応する文字カウント数は，標準的な大きさ，縦横比の図の場合で 4 0 0 字 /個  

程度となる．  

⑥  その他は内容を十分に伝えることの出来る最適の長さとすること．  

＊刷り上がり目安としては， 2 5 0 0 字程度 /ページとなる．  

 

4 .  論文等の構成  

論文等の原稿は，次の順序で作成すること．  

①  論文題名  (和文 )  

②  論文題名  (英文 )  

③  著者名  (和文 )  （連絡著者に  *  を付すこと）  

④  所属および住所  (和文 )  (英文原稿の場合は不要 )  

⑤  著者名  (英文 )  （連絡著者に  *  を付すこと）  

⑥  所属および住所  (英文 )  

⑦  概要  (英文，15 0 語以内 ) （論文・総説（レビュー）・小論文は必須．その他の原稿は任

意）  

⑧  キーワード  ( 4～ 5 ワード )  

⑨  キーワード  (英文 )   ( 4～ 5 ワード )  

⑩  本文  (和文 )  

⑪  謝辞  (和文 )  

⑫  データ利用可能性（D a t a  a v a i l a b i l i t y ） （和文）  

⑬  研究費（ F u n d i n g ） （和文）  

⑭  利益相反の開示（D i s c l o s u r e ） （和文）  

⑮  引用文献  

⑯  付録  (和文 )  

⑰  著者紹介  (和文 )  (各著者 3 0 0 字以内 )  
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・解説記事は，著者紹介用写真を投稿時に提出すること．  

・解説以外の記事は，著者紹介用写真を受理後に提出すること．  

⑱  すべての図，写真，表  

・図，写真，表は本文原稿中に挿入せず，別のシートとして作成すること．ただし，文中に，

図表の挿入箇所については記載すること．  

・脚注は原則として英語とする．  

なお英文原稿の場合は，上記の構成で，⑩〜⑱を英文にすること．  

 

5 .  用字と用語  

①  特殊な用語や略語が多用される場合は，参考文献の次に用語・略語の説明をまとめ

ることが望ましい．  

②  句読点は，句点「。」と読点「、」を用いず，「 .」，「，」を用いる．それぞれ全角

を用いること．(なお，参考文献リストおよび英文の場合は，半角の「 . 」，「，」とし，その後

に単語が続く場合は，半角スペースをひとつ入れること．詳細は付録参照 )  

 

6 .  見出しについて  

①  大見出し “ 1 .  ”など  左つめ  

②  中見出し “ 1 . 1 ”など左つめ  

③  小見出し “ 1 . 1 . 1 ”など  左つめ  

これより下位のレベルは，著者の任意とする．  

 

7 .  図，写真，表  

①  全ての図，写真，表は，本文中で引用すること．  

②  おおよその図表挿入位置を，本文中に，たとえば  

[ F i g .  1 ]  

のように，明記すること．  

③  図表の中の用語および説明は，原則として英語を用いること．  

④  図，写真，表は，論文の最後にまとめること．  

⑤  図表の説明  

（例１）表および図 (カラーを含んで本文中に挿入する場合 )  

表のとき：T a b l e  1，T a b l e  2，… …，T a b 1 e  1 0 ,  

図または写真のとき： F i g .  1， F i g .  2，… …，F i g .  1 0  

カラー写真等で，本文中ではなく論文最後にまとめて掲載

する場合： P l a t e 1 ， P l a t e  2，… …， P l a t e  1 0  

（例２ ）文章中の表現… …を F i g .  1， T a b l e  1 および P l a t e  1 に示す．  

F i g .  1  C o n c e p t  o f  l a s e r  s e n s i n g  s y s t e m s .  

T a b l e  1  S u m m a r y  o f  s p a c e - b a s e d  a c t i v e  s e n s o r s .  

 

8 .  引用文献  

①  引用文献の範囲  

原則として公開出版物の範囲に留めること．  

②  引用の仕方  

本文中の該当する箇所に半角で “ 1 ) ”等の上つき番号を出現順に付けて引用すること．  

③  引用文献リストの書き方  

引用文献リストは付録の形式を参考にして作成すること．著者が複数の場合も，原則とし

て全著者の氏名 (英語の場合は氏とイニシャル )を記入すること．英文論文標題中の単語

については，文頭および固有名称などで必要な場合以外は小文字を使用すること．  

④  雑誌名の略記  

通常，学術雑誌名は (特に英文雑誌などでは )かなり長いので，雑誌名の理解を妨げない

範囲で略記を行なってよい．また編集段階において，学会側で略記形式に変更すること

がある．  

⑤  査読者が入手しにくい引用文献は，編集委員会の判断でコピーなどの提出を求める
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ことがある．  

⑥  ウェブサイトを引用する場合は，最終アクセス日付を  ( 2 0 2 0 . 8 . 1 )  のように記載するこ

と．  

 

9 .  他誌から本誌に引用する場合の注意  

①  引用する文献の著作権に十分注意すること．  

②  図面・表・写真を他の図書，雑誌などから引用する場合には，著者の責任で事前にそ

の著者および出版社の了承を得ること．  

 

 

付録  引用文献リストの書き方  (ガイドライン )  
 

1 .  雑誌  

1 )  著者名 ,  “標題 , ”  雑誌名 ,  巻 (号 )，始め −終りのページ  （年（西暦） ） .  

2 )  東京太郎，大阪次郎 ,  “レーザセンシング学会誌の書き方 , ”  レーザセンシング学会誌 ,  

1 8 ( 1 ) ,  2 0 - 2 7  ( 2 0 1 8 ) .  

3 )  東京太郎，大阪次郎 ,  “レーザセンシング学会誌の書き方 , ”  レーザセンシング学会誌 ,  

1 8 ( 1 ) ,  2 0 - 2 7  ( 2 0 1 8 ) ,  h t t p s : / / d o i . o r g / 1 0 . 6 0 8 4 / m 9 . f i g s h a r e . 1 0 0 4 6 1 2 .  （永続

的なリンク先あり（ d o i 等の固定 U R L ,  リンク ） ）  

4 )  T .  T o k y o  a n d  J .  O s a k a ,  “ H o w  t o  w r i t e  L R S J , ”  J .  L a s e r  R ad a r  S o c .  J a p a n ,  

1 8 ( 1 ) ,  2 0 - 2 7  ( 2 0 1 8 ) .  

5 )  T .  T o k y o  a n d  J .  O s a k a ,  “ H o w  t o  w r i t e  L R S J , ”  J .  L a s e r  R ad a r  S o c .  J a p a n ,  

1 8 ( 1 ) ,  2 0 - 2 7  ( 2 0 1 8 ) ,  h t t p s : / / d o i . o r g / 1 0 . 6 0 8 4 / m 9 . f i g s h a r e . 1 0 0 4 6 1 2 .  
（ P e r s i s t e n t  l i n k  あり（ d o i 等の s t a b l e  U R L ,  d u r a b l e -  o r  p e r m a - l i n k ） ）  

 

2 .  著書，編書  

1 )  (編 )著者名 ,  書名，発行所  （発行年（西暦） ） .  

2 )  東京太郎 (編 ) ,  レーザセンシング技術辞典，レーザセンシング出版  （ 2 0 1 8 ） .  

3 )  T .  T o k y o  ( e d . ) ,  H a n d b o o k  o f  L a s e r  S e n s i n g ，  L R S J  P u b l .  C o .  ( 2 0 1 8 ) .  

 

3 .  著書の一部を引用する場合  

1 )  著者名 ,  “表題 , ”  書名，編者名  (発行所 ,  発行年（西暦） )，始め−終りのページ .   

2 )  大阪次郎 ,  “レーザセンサ , ”  レーザセンシング技術辞典，東京太郎編（レーザセンシン

グ出版， 2 0 1 8 ） ,  p p .  1 4 5 - 2 5 0 .  

3 )  J .  O s a k a ,  “ L a s e r  S e n s o r , ”  i n  L a s e r  S e n s i n g  H a n d b o o k ,  T .  T o k y o ,  e d .  

( L R S J  P u b l .   C o . ,  2 0 1 8 ) ,  p p .  1 4 5 - 2 5 0 .  

 

4 .  学会・会議  

1 )  著者名 ,  “表題 , ”  会議名，都市名，国名 ,  （年 （西暦） ） .  

2 )  東京太郎 ,  大阪次郎 ,  “レーザセンシングの研究方法 , ”  国際レーザレーダシンポジウ

ム ,  東京 ,  日本 ( 2 0 1 8 ) .  

3 )  T .  T o k y o  a n d  J .   O s a k a ,  “ H o w  t o  s t u d y  l a s e r  s e n s i n g , ”  i n  I n t e r .  S y m p .  o n  

L a s e r  R a d a r ,  T o k y o ,  J a p a n  (2018) .   

 

5 .  学会・会議論文集  

1 )  著者名 ,  “標題， ”  学会論文集名 ,  巻（号） ,  始め−終りのページ  （年（西暦） ） .  

2 )  東京太郎，大阪次郎 ,  “レーザセンシングデータの研究方法， ”  第 4 0 回国際レーザセ

ンシングシンポジウム ,  1 8 ( 1 ) ,  950-953  (2018) .  

3 )  T .  T o k y o  a n d  J .   O s a k a ,  “ H o w  t o  s t u d y  l a s e r  s e n s i n g , ”  P r o c .  40 th  In t e r .  

S y m p .  o n  L a s e r  S e n s i n g ,  1 8 ( 1 ) ,  950-953  (2018) .   

 

6 .  インターネットサイトの引用  

1 )  著者名 ,  “標題， ”  U R L  (最終アクセス年月日 )  
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2 )  東京太郎 ,  “レーザセンシングデータの研究方法， ”  h t t p s : / / l a s e r -

s e n s i n g . j p / g a k k a i s h i . h t m l  ( A c c e s s e d  2 0 19 . 1 2 .1 9 )  

3 )  T .  T o k y o ,  “ H o w  t o  s t u d y  l a s e r  s e n s i n g , ”  h t t p s : / / l a s e r -

s e n s i n g . j p / g a k k a i s h i . h t m l  ( A c c e s s e d  2 0 1 9 . 1 2 . 1 9 )  

（著者不明の場合は，和文では「著者不明」，英文では「A n o n y m o u s 」 とする）  

 

7 .  日本語での著者名に関する注意事項  

姓と名の記述は，次の例にならうこと ：東京太郎，鈴木␣正，泉␣宏治，林␣誠，  森信一郎，

山田洋一  

 


